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碧南市哲学たいけん村  無我苑( 愛知県碧南市坂口町３-100)

主催：碧南市・碧南市教育委員会
後援：和紙のふるさと運営協議会

9:00　17:00
入場料無料

最終日 : 16 時終了
休苑日 : 月 ( 10/9 開苑, 10/10 休苑 )



主催：碧南市・碧南市教育委員会
後援：和紙のふるさと運営協議会

最終日 : 16 時終了 / 休苑日 : 月 ( 10/9 開苑, 10/10 休苑 )

〒447-0087 愛知県碧南市坂口町３丁目 100 番

TEL 0566-41-8522 / FAX 0566-41-7761

開苑時間： 9:00-17:00

休 苑 日 : 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌平日）

 年末年始（2023.12.29-2024.1.3）

入 苑 料 : 無料　駐車場：90 台 ( 無料 )

◀イベ ント詳 細 や 作
家 在 廊日など、作 家
i nst ag ra m に て 随
時お知らせ致します。

碧南市哲学たいけん村 無我苑

9:00　17:00 入場料無料

花をテーマに作品制作を始めてから現在までに、様々な変化や揺らぎと寄り添ってきまし

た。環境も作品も変化する中で、常に変わらない事が一つ。それは、花や自然とどう向

き合っていくのか？という問い。花の時を預かり、命の痕跡を刻んでいくような、祈りに

も似た制作活動を通してその問いと向き合い続けています。                 yoshie demizu

10:00　11:30
WORK SHOP ※ 要予約・詳細は無我苑へ

　 お問い合わせください。

※30分〜1 時間程度
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フ ラ ン ス を 拠 点 に 国 内 外 で 制 作 活 動 を 展 開 す る yoshie 

demiz u。店 舗 設 計デザイン・空間装 飾・フラワーデザインと幅

広く活 動を続けてきた先で彼 女が出会った、流 通に乗らず美しい

ままに廃 棄されていく花の存 在。花をテーマに制作 活動を続けて

きた彼女が、” いま、目に見えている現実のその向こう側を覗いて

みる” ことで見つけた花の新たな表情を和紙の世界に刻んでいく。

展
示
歴
・
他

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2 018 年 Ga ler ia de Bel leza 個展

2 019 年 カンカクシカクカ展 グループ展

2 021 年 松坂屋 410 周年 ARTSESSION 招待作家

2 022 年 松坂屋 Re! FlowerGarden 特別企画個展

2 022 年 Japa n Expo PA R IS 招待出展

2 022 年 N IPPON I A 美濃 Wa sh i -na r y 個展

2 023 年 丸善名古屋本店ギャラリー 個展

2 023 年 紙の温度ギャラリー 個展

ZIP-FM ・J-WAVE（東 京）など多 数 出演 / 中 学・高 校・専

門学校・大学など教育機関での講演 / 東邦ガス情報サイト「み

たすくらす」にコラム寄稿 など、多岐に渡り活動中。

年間を通して 6 名（グループ）の作家を招致し、

毎年アート作品の展示を企画・運営する哲学たいけ

ん村 無我苑。

碧南市所有の施設である本展示の会場は、一部の

専門的な学者に限らず、一般の人にも哲学について

の体験ができるようにと平成４年につくられた文化

施設です。「哲学」と聞くと、なんだか頭のいい学

者さんや素晴らしい功績を残している偉人たちを思

い浮かべてしまいますが、実は、普段の生活の中に

こそ、哲学というのは存在しているのではないかと

思います。作品の制作は、いつも、自分の奥底に

ある問いをひたすらと探っていくような作業です。

美しい日本庭園を有した敷地内を巡りながら、立礼式

のお抹茶を戴きながら、作品を鑑賞しながら、心の動

きを静かに感じるような、そんな時間になれば幸いです。
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